
平
成
二
十
年
六
月
二
十
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日
受
領

答
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号
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六
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二
号

平
成
二
十
年
六
月
二
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
に
お
け
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
確
保
に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
」
に
お
け
る
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
の
確
保
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
の
一
及
び
二
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
木
曽
川
水

系
河
川
整
備
基
本
方
針
を
平
成
十
九
年
十
一
月
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
（
以
下
「
中
部
地

方
整
備
局
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
河
川
法
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
（
以

下
「
導
水
路
事
業
」
と
い
う
。
）
を
位
置
付
け
て
い
る
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
計
画
原
案
を
同
月
に
公
表
し
、
平
成
十
九
年

度
内
に
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
以
下
「
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。ま

た
、
平
成
十
九
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
導
水
路
検
討
会
（
第
七
回
）
」
に
お
い
て
、
導
水
路
事
業

に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
。
以
下
「
機
構
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
へ
承
継
す
る
方
針

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
年
度
の
早
期
に
導
水
路
事
業
を
承
継
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ

一



で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
導
水
路
事
業
に
つ
い
て
平
成
二
十
年
度
政
府
予
算
案
に
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

国
土
交
通
大
臣
か
ら
機
構
へ
の
導
水
路
事
業
の
承
継
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
導
水
路
事
業
に
関
す
る
事
業
実
施
計
画
の
作

成
に
当
た
っ
て
、
機
構
法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
県
知
事
と
の
協
議
等
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
、

明
確
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
一
の
三
の
（
�
）
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
は
、
承
継
前
に
国
土
交
通
大
臣
が
実
施
す
る
導
水
路
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

第
二
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
部
地
方
整
備
局
が
こ
れ
ま
で
に
三
か
所
の
会
場
で
開
催
し
た
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
導
水
路
事
業
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
う
時
間
を
設
け
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
一
般
市
民
に
開
か
れ
、
か
つ
市
民
が
意
見
を
言
え
る
導
水
路
事

業
の
説
明
会
」
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二



第
二
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
五
月
に
「
長
良
川
市
民
学
習
会
」
（
以
下
「
学
習
会
」
と
い
う
。
）
が
行
っ
た
中
部
地
方
整
備
局
に
対
す
る

要
請
で
、
一
般
市
民
に
開
か
れ
た
説
明
会
の
開
催
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
部
地
方
整
備
局
は
一
般
市
民
に
開
か
れ
た

説
明
会
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
の
予
定
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
説
明
会
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
そ
れ
が
地
元
関
係
者
を
対

象
に
開
催
し
て
い
る
地
元
説
明
会
（
以
下
「
地
元
説
明
会
」
と
い
う
。
）
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
説
明
会
は
、
地
域
の

状
況
に
合
わ
せ
た
丁
寧
な
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
質
問
等
に
対
応
す
る
た
め
、
対
象
を
地
元
関
係
者
に

限
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
説
明
会
に
つ
い
て
、
学
習
会
に
対
し
て
は
言
及
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
一
の
（
�
）
に
つ
い
て

整
備
計
画
を
策
定
し
、
導
水
路
事
業
を
位
置
付
け
る
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見
を
幅
広
く
聴
く
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い

懇
談
会
」
を
木
曽
川
水
系
の
流
域
各
地
で
四
十
一
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
関
係
自
治
体
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
「
木
曽
三

川
整
備
計
画
策
定
説
明
会
」
を
四
回
開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
整
備
計
画
の
策
定
後
に
お
い
て
は
、
導
水
路
事
業
に
関
す
る
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
の
木
曽

三



川
水
系
連
絡
導
水
路
環
境
検
討
会
（
以
下
「
環
境
検
討
会
」
と
い
う
。
）
を
公
開
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
一
般
市
民
に
開

か
れ
た
説
明
会
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
を
三
か
所
の
会
場
で
、
地
元
説
明
会
を
十
回
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
関
係
自
治
体
や
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
も
、
随
時
、
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
中
部
地
方
整
備

局
は
、
導
水
路
事
業
に
関
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
複
数
の
専
門
家
が
文
書
で
質
問
し
た
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
そ
れ
が
平
成

二
十
年
四
月
に
学
習
会
が
中
部
地
方
整
備
局
に
対
し
て
要
請
を
行
っ
た
際
等
に
出
さ
れ
た
質
問
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
中
部

地
方
整
備
局
は
、
当
該
質
問
に
対
し
て
、
見
解
を
作
成
及
び
公
表
し
て
お
り
、
ま
た
、
導
水
路
事
業
に
関
す
る
環
境
へ
の
影

響
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
環
境
検
討
会
に
お
い
て
専
門
家
に
よ
る
公
開
の
審
議
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
お
尋

ね
の
「
専
門
家
に
よ
る
公
開
の
議
論
の
場
」
を
設
け
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
の
三
に
つ
い
て

「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
導
水
路
検
討
会
」
は
、
「
徳
山
ダ
ム
に
係
る
導
水
路
検
討
会
」
規
約
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

四



事
概
要
を
公
表
す
る
こ
と
を
も
っ
て
公
開
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
出
席
者
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
記
録
し

た
も
の
」
は
存
在
し
な
い
た
め
、
お
答
え
で
き
な
い
。

五


